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文章朗読における調音上の特徴について
高　田　正　治
1　は　じ　め　に
　さまざまな場面における日常の自然な会話に現われる個々のフオネームの
調音時の声道（vocal　tract）の形は，個々の音節を単独に，そして規範的に
発音したぼあいのそれと比べて，隣接音からの影響や，suprasegmentalな
要素としてのイントネーション，卓立，発話速度などの性質をあらたににな
うことによって，また，その他もろもろの生理的，心理的，物理的な条件の
ちがいなどを反映して，さまざまに（おそらく，一定の範囲内で）変容した
変異体として実現する。この変容のしかたや程度は，その日常会話の音声の
自然性とふかくかかわりをもつ重要な要素であるが，その調音レベルでの実
態はほとんどあきらかにされていない。言語行動研究部第3研究室では，日
本語の種々の発話における調音器官の運動を，X線映画資料をもちいて研究
しているが（1），今國，このX線映画資料のなかから，このような日常会話に
近い発話としての文章朗読の部分をえらび，その調音上の実態を舌の最高点，
くちびるの開き，下あごの開きのみっつの側面から観察し，その機能につ
いて若干の考察をくわえることをこころみた。なお，今回のこの小論では，
この文章朗読資料のなかにあらわれた直音節の母音フォネームを主な対象と
しており②，拗音節の母音フォネームおよび子音フsネームについては，
ここではふかく立入らず，次の機会に報告する予定である。
2　資 料
今園，計測および分析の射象とした資料は，国立国語研究所所収の16mm
　　　　　　　　　　　　　　　113
X線映画「日本語の発音」のなかの，つぎの3種類のものである。なお，
（）のなかの数字はこのX線映画フィルム中の資料整理番号を示す。
　資料王　文章の朗読で，その文章は以下の島崎藤村のF夜朔け前」の未尾
の一部であり，普通の朗読の速度で発音されている。なお，目蓋垂の下降を
ともなう休止は＊印をつけた位置で観察された。
A
A
A
sonotolkini　naqlte　milruto　kjul　u－sjoojato　site　mata　1〈julu一
その時に　なって　みると，＊　旧庄屋と　　して，＊また　＊　旧
hoNziNtoNjato　site：no　haNzologa　sjologaimo　sulbete
　本陣問屋と　　しての　　　半蔵が　　　　生涯も　　＊　すべて
usiroRi　・　naqlta
後方（うしろ）に．なった。＊　　　　　　　　　　　　　　（2－1）
su］bete　sulbete　usironi　naqlta
すべて，＊すべて　後方（うしろ）に　なった。‡　　　　　（2－2）
hitolri　1〈alreno　sjo］ogaiga　owario　cugetabalkaride　nalku
ひとり　彼の　　生涯が　　終りを　告げたぽかりでなく，＊
isiN　ilraino　menezino　bultaimo　sono　zjuukjuuneNaltarimaldeo
維新　以来の　明治の　　舞台も　＊その　　　！9年あたりまでを
hitoncuno　katoll〈ito　site　olokiku　mawayikalkete　ita　t｛）x
ひとつの　過渡期と＊して　大きく　　魑りかけて　　いた。＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2－3）
A　hitolbitowa　silNpoo　haraNda　1〈inoono　holsjuni
　　　人々は　　　進歩を　　孕んだ　　昨日の　　保守に
　　holsjuo　haraNda　ldnoono　silNponi：mo　cukalreta
　　保守を　孕んだ　　昨日の　　進歩にも　　疲れた。＊
A　atarasi］i　niqpolNo　motomelru
　　新しい　　日本を　　　求める
　　wakamonono　munelni　1〈izansite
　　　若者の　　　　胸に　　萌して
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kok nrowa　joojaku
　’bをt　　＊ようやく
kiltaga　sil〈alsi
きたが＊しかし＊
cukalre
疲れ，＊
（2－4）
lokuno
多くの
hookeNzildaio
　封建時代を
　　　hoomuru　kotobalkario　’silqte　mada　’makotono　ilsiNno
　　　　　葬る　　　ととぽかりを．知って＊まだ．　まことの　　維薪の
　　　zjoozjusuru　hilo’　nozomu　1〈otolmo　del〈ilnai　jolona　hulkoona
　　　　成就する　　臼を　　望む　　ことも　出来ない　　ような＊不幸な＊
　　　usugurasaga　altario　silhaisite　ita　A
　　　　二階さが　＊あたりを　支配して　いた。＊　　　　　　　（2－5）
A　sonoka］Nni　aqlte　toozalNdoo　1〈oozicjuuno　tecudookalNsenN
　　　　その間に　　あって，　東山道　　　工事中の　　　　鉄道幹線
　　　keNsecuni　taisulru　selehuno　hoosiNwa　nilwakani　tool〈alidooni
　　　　　建設に　　対する　　政府の　　方針は　＊　にわかに　　東海道に
　　　aratameralre　sisecute］cudoono　keel〈akumo　kall〈ucini　okolri
　　　　改められ，＊　私設鉄道の　　　　計画も　　　各地に　　　興に，＊
　　　zikaNto　kjonritoo　taNsjukusuru　koocuuno　heNkakuwa　antakamo
　　　旧聞と　EE離とを　　短縮する　　交通の　　変革は，＊あたかも＊
　　　osijolsete　kunru　selekino　koozuino　joloni　kalkuzino　seel｛acuni
　　　押し寄せて　来る　世紀の　洪水の　ように，　各自の　　生活に
　　　hitaro「oto　site　ita△（のみこみ運動）
　　　浸ろうと　　して　いた。＊　　　　　　　　　　　　　　　（2－6）
A　kaculsigewa　silsjoono　kucikara　walzul〈ani　molrete　kita
　　　　　勝重は　　＊　師匠の　　目から　　わずかに　　もれて　　きた
　　　wasuregatali　kotoba　watasiwa　otelNtoosamamo　milzuni　sinu
　　　　忘れがたい　言葉，＊rわたしは　おてんとうさまも　見ずに　死ぬ」＊
　　　tojuu　ano　1〈otobalo　omoidalsite　kanasiku　omoqlta　t〈＞ts
　　　という　あの　言葉を　　思い出して　悲しく　思った。＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2－7）
　以下は，補足的な資料として計測の対象に加えたものである。
　資料頁　1個の母音フォネームだけからなる次の無意味音節。
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第1表　朗読された文章（資料1）における先行子音別にわけた母音の一覧表
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　　　　　al：　il：　ul：　el：　on：　（1－1）
　資料皿　cvl：CVというフォネームの組合せで発音された次の無意味音節列。
　　1）　sal：sa　sil：si　sul：su　se：：se　sol：so　（1一一12）
　　2）　sjel：sje　（1－！3）
　なお，資料Hおよび皿は，このような音声連続における日本語の母音およ
び子音としての規範性を，できるだけでそこなわないように発音したもので
ある。
　以上の映画資料の発謡速度を平均値で示せば，資料1が8．3モーラ／秒，
資料套が4．0モーラ／秒，資料皿が4．8モーラ／秒であり，以上の発話はすべ
て24フレーム／秒の撮影速度で16mmX線映画に記録されている（3）。なお，
発話者は琉球大学法文学部教授上村幸雄氏（前国立国語研究所　話しことば
研究室長。東京生れ，東京育ち）である。
　資料1の物読文は延べ448音節（520モーラ）からなっており，これを先
行子音励に分類したものが第1表である。この朗読文には，現代の標準的な
日本語の音節の大部分がふくまれているが，［e，pa，　pi，　pu，　pe，　bo，　do，　ze，
gi，90］の各音節が欠けている。
3方 法
　3－1　フレームの選定
　上記のX線映画資料のなかから，分析の対象とする母音のフレームを音響
（ソナグラムおよびオシログラム），調音（X線映像のうごき）の両面から検
討して選定した。
　資料1の朗読の発話速度は，平均で8．3モーラ／秒であるので，1モーラ
墨りの所要時聞は約120msとなる。そして，この映画の撮影速度は24フレ
ーム／秒であるので，この映画の1フレーム当りの割嶺時聞は41．7msとな
ることから，この朗読文では1モーラ当り約3フレーームの映像情報がえられ
ることになる。その結果，各音節の母音区問に割当てられる映像情報は，先
行子音によってことなってくるが，ほぼ1～2フレームとなる。なお，ソナ
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グラムのフォルマントパタンによって，この朗読文音声を観察すると，母音
区聞に定常部を見出せるものはほとんどなく，文末の音節やなが母音をふく
む音節の母音にそれがわずかにみられるだけである。そのために，この朗読
にあらわれるそれぞれの母音のための調音上の峰に相当する時点に，上述の
母音区間に割当てられた1～2フレームの映像が一致する可能性は非常にす
くなく，ここでえられた映像情報は母音の調音上の峰の近傍の時点をrandom
にsamplingしたものが多く含まれているものと思われる。しかし，舌の最
高点のぼあいの計灘点となる中舌付近は，先行子音が軟口蓋音であるぼあい
以外では，中舌付近が薩接に調音者として調音に参加することがないので，
中舌付近は先行子音の調音時に，後続母音のための準備を開始し後続母音の
図標位置にある程度接近し，子音の開放直後におこなわれる後続母音の目標
位置への移行距離を可能な限りちぢめていることが多いので，選定されたフ
レームが母＝音の峰の時点と一致していなくても，9標位置に相当する舌の最
高点の位置と大きなへだたりをもっことはすくないものと思われる。また，
下あごの開きの計測点としての下門歯先端は，日本語のぼあいでは下門歯先
端そのものが調音者として働くことがないし，くちびるの開きの計測対象と
なる上下のくちびるは，両唇音と組合わさった母音のぼあいに聞題視しなけ
ればならないが，そのぼあいも一般に両膨音の開放速度ははやいので，舌の
最高点のばあいと同じように目標位置とのずれは比較的ちいさいものと思わ
れる。
　なお，資料琵，皿のより規範的な発話では，母音の定常区間をソナグラム
上で比較的容易に見出すことができる。つまり，資料ffの単独の母音のぼあ
いでは10フレーム近く，また，資料蟹の第1音節では3フtr・一ムくらい，第2
音節では約1～2プレbe一・ムが母音の定常二二としてよみとることができる。
　以上のように，各音節の母音に相当するフレームの選定をおこなったが，
この文章朗読のなかにあらわれた母音が無声化したいくつかの音節について
は，先行子音の閉鎖または狭窄からの開放時に相当するフレームを対象とす
ることにした④。
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　3－2声道のトレースおよび計測
　映像解析用16mm映写機（Kodak　Analyst）および，16　mm映像解析シ
ステム（NAC社製，　Mortion　Analyzer　160）をもちいて，スクリー一一ン上に
映写された個々のフレームの声道正中断面像から上下のくちびる，上下の門
歯および舌の最高点付近の舌面の3者の輪郭だけを，トレース用紙にトレー
スした，そして，このトレーース図の計測は下記の要領でおこなった。
（i）　舌の最高点（第！図参照）
　この報告では，発話者の左の第2小臼歯につめられた金属の補填物の映像
の下端Aと，上門歯先端Gとを
むすんだ直線から最も遠い否面
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B上の点Bを舌の最高点とした。
ただし，この計測のばあい，そ
り舌などで舌先が中舌や奥舌よ
りも，この基準線からはなれて
いても，舌先を最高点とせず，
雷面に最高点を求めることにし
た。また，トレースした舌型の
うちの一部に，最高点付近の舌
面が平担になっているものがあ
E Gfo
A
?
F ??﹇「?
　　　　　　　　　　　　　　　　　第1図　舌の鍛高点，下あごの開き，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くちびるの開きの計測部位
つたが，このようなぼあいは，その平撞な区：間の中央の位置を最高点とし
た。
（ii）下あごの開き（第1國参照）
　上記の基準線と，下門歯先端との最短距離C－Dで下あごの開きをあらわ
すこととした。そして，下門歯先端がこの基準線より下にあればプラス，逆
に上にあればマイナスの値をあたえることにした。
（嫌）　くちびるの開き（第1図参照）
　上下のくちびるのあいだの最短距離E－Fでくちびるの開きをあらわすこ
とにした。
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4結 果
　4－1文章朗読の全区間のくちびるの開き，下あごの開き，舌の簸高点
　分析対象を特定のフォネームに限定せず，この文章朗読全体を通して，く
ちびる，下あご，舌の最高点がいかなる範囲内で運動して調音に参加してい
るかをしるために，この朗読のななつの発話セットのそれぞれの発話のはじ
めからおわりまでのあいだのフレーム（延べ1743フレーム。文節閣に生じ
たちいさなポーズ区閤の大部分もふくんでいる）についての観測もおこなっ
た。この観測結果のうちで舌の最高点に関しては，第5図のように，その分
布範囲を声道正中断面図上に示すにとどめたが，くちびるの開き，下あごの
開きについては第2図のようにフレームごとの計測値を時間軸にそってプロ
ットすることによって，つまり，くちびるの開きの推移を実線で，下あごの
開きの推移を点線で示した。
　この第2図の下側に記入されている文字のうちで，一番上に記入されてい
る数字はフレーム番号を示しており，2列目に記入されている～（音声表記の
さいに用いる鼻音化の補助記号）は，当該フレームで口蓋帆が下降して鼻腔へ
の通路が開いていることを示しており，3列目に記入されている音声記号は
個々のフレームに相当すると思われる音声を，X線映像パタンおよびソナグ
ラムパタンを参照しながら判定して示したものである。このような表示方法
をとったために，1ブォネームが映画の2フレーム以上におよぶぼあいは岡
一の音声記号が2個以上ならぶことになった。なお，この映画の個々のフレー
ムの情報は，朗読音声を時論の線条にそって40msごとにsystematicにsam－
plingすることによってえられたものなので，多くのフレームのなかには音
声境界の時点の映像情報をもたらすものが含まれる可能性があり，ここでも
そのようなフレームが若干ふくまれていたが，そのぼあいは当該フレームの
下にふたつの音声記号を出現順にならべて示しておいた。また，文頭や文末
および文中にあらわれたポーズに相当するフレームは，X線映像パタンおよ
びソナグラムパタンの両側面からの検討によって判定し，その区間を音声記
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号列のなかに一によって示しておいた。そして，4列目に記入されている
カナ文字は，テキストの個々のモーラを2列目の音声記号列のおおよその位
置にあてはめたものである。
　この第2図は，くちびるの開き，下あごの開きの2側面から，この朗読の
すべての子音，母音およびポーズの実態を示しているが，今回のこの報告で
は子音およびポーズについてはあまり立入らず，高節以降において主として
母音を対象とした考察をおこなうことにし，子音とポーズについての報告は
次の機会にゆずることにする。なお，第2回転音声記号を割りあてる過程で
若干の調音上の特徴が印象にのこったが，これらについては，あらためて定
量的に分析する予定であるが，以下の①～③にその印象にのこったことがら
の一部を述べておくことにする。
①母音の無声化現象がみられるフレームでは，舌は無声化された母音の構
えを独立的にとっていないようである。たとえぽ，　〈過渡期と〉［katokito］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oのばあいでは，［ki］の〔k］の閉鎖二二の次のフレームでは，舌さきは［t］
　　　　　　　　o
のための閉鎖をすでに形成しており，そこには独立した〔i］の舌のパターン
を見出すことでできなかった。その他，〈大きく〉［o：1〈iku　1の［ki］の［k〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　o
から，［ku］の［1〈］の開放直前の閉鎖までの舌のうごきは，中舌と口蓋との
閉鎖点がまず前進し，次に後退しているだけのようにX線映画上ではみえ
る。しかし，ソナグラムでは［ki］の［i］に相当する部分に気音パタンがみら
　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　ヨくコ
れるので，［k］のための閉鎖が前進しきったあたりで閉鎖がごくわずか解除
されているものと思われる。
②この朗読のなかに現われる10例の有声の1欲口蓋音［g］の大部分は，舌
の最高点よりうしろの奥舌面と，口蓋垂に近い軟口蓋とのあいだでの軽い閉
鎖あるいは狭窄によって調音点を形成しているようである。なお，資料IV
（CV：CV型）のような比較的ゆっくりした発話では，［9］のための閉鎖の形
成は舌の最高点と硬口蓋よりの軟口蓋とのあいだでおこなわれている。
③［m］，［n］，［N］などの鼻音の前後におかれた1～2個のフォネームが鼻
音化されている傾向がこの朗読全般にみられる。そして，この舞音化の影響は
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どちらかといえぽ先行音より回読音にふかくくいこんでいるようである。ま
た，CV型の音節の母音が，後干する鼻音によって鼻音化されるとるときは，
Cの閉鎖あるいは狭窄が開放した次のフレームから鼻音化があらわれるケー
スが多いようである。その他，〈維新以来の〉［i∫iN三raino］，〈～の半蔵〉
［nohaNzo：コ・〈～の変化〉［noheNka〕のように鼻・音性の音にはさまれ，た［r］
や［h］が容易に鼻音化される傾向もみられた。
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　この朗読全体におけるくちびる，および下あごの開きの分布および変化範
囲は第2図でも読みとり可能であるが，それを容易にするために第3，4図
のように全計測値を1mmごとにクラス分けしてヒストグラフで示してみ
た。この田図から次の点が指摘できる。
（1）この朗読全区間におけるくちびるの開きは，第3図のように4～5mm
を最頻値として，左側が急な傾斜となっている非対称型の分布を示してい
る。この分布の平均値は8．04mm（ただし，この平均値の計算では耳翼時の
頻度は対象外とした）であり，最大値は17mmとなっている。この最大
値付近に分布しているものの大部分は文節頭のア段の音節の母音であり，一
方，閉唇時を除いたのこりの分布のなかで最小値1mmを示す8例のおもな
ものは，狭母音に後読するマ行の音節の子音／m／のための比較的ゆっくり
した閉唇運動時のものである。分布全体をみて，この1mm付近で分布の谷
が深くあらわれているのは，爾唇閉鎖音の閉鎖壁心時におけるくちびるの開
放運動が比較的高速度であること，および，他の音節の調音時にくちびるに
よる摩擦性の雑音の混入をさける配慮が加わった結果のように考えられる。
　なお，第3図の平均値を中心に開方向および閉方向に，この分布（1743
例）の約80％が分布する範囲をかぞえていくと3．5～12．4mmがえられた。
（2）この朗読の全区間における下あごの開きは，第4図のように1mmをピ
ークに8mmから一5mmの範囲にほs’正規分布に近いパタンを示してい
る。この分布の平均値は1．99m狐であり，下あごの開きの最大値付近の分布
には／ha，　ka，　ra／などや，一部の文節間にあらわれたみじかいポーズ区間
におけるものか主としてふくまれており，逆に，この分布の最小値付近には
摩擦音や破擦音が主としてふくまれている。
　なお，第4図の平均値を中心にして，分獅の約80％が分布する範囲を求め
てみると一2．　5～4．4mmかえられた。
（3）この朗読の全区間における舌の最高点の分布する範囲は第5図のとおり
である。この図には，前述のくちびるの開き，下あごの開きの800／e集中範囲
を，声道開口部のおおよその位置に示し，また，舌の最高点の分布領域の部
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第母図　文章朗読の全区間における下あごの開きの分布
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第5翻　朗読の全区間における「舌の最高点」および「くちびるの開き」，
　　　「下あごの開き」の主な変動範囲
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実線の紐音五角形一規範的な単独の
　　　　　　　　五紐音によるもの
分には資料∬の単独の母音の舌の最高点を示す五角形を比較のために入れて
おいた。また，この第5図のなかで点線でえがかれている口蓋帆の姿は，文
節間のちいさなポーズ区：間内にあらわれた下降ピーク時の口蓋帆の位置を示
している。
　この第5図で，口蓋ぞいに分布するものの大部分は軟口蓋音に関係するも
のであり，最前部に分布するものはイ段の摩擦性子音がその主なものであ
り，最低部に分布するものは文宋の［ta］の〔tコ，とくに〈～あった。〉［aqta］
の促音に関係するものが多くふくまれている。なお，前方の低部に凹みがみ
られるが，これは，この部分における舌体の下降の限界を示しているものと
思われる。
　また，この朗読の舌の最高点の分布は，資料豆の規範的な単独の母音国，
［e］，〔u］とは完全に重量し，〔aコではその付近まで分布がみられるが，［oコだ
けにはそのような傾向がみられない。これは，この朗読時における下あごの
開きのちいささ，発話速度のはやさ，口蓋帆の比較的大きな，そして活発な
うごきなどと関係があるように思われる。
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第6図　文毒朗読のなかの母音における
　　　舌の最高点の母音別分布
’鴨…一a　ur
むゆ・
　　　　　／a／（〃4そ列）
??）??
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、?
??」，?
／e／　（50＆ij）
　　　　　　1侯ミ〉儲
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　4・一2文章朗読の母音における
　　　舌の最萬点，くちびるの
　　　開き，下あごの開き
　日常会話に近い発話時におけ
る調音器官のうごきの実態の一
部をあきらかにするため，資料
1の文章朗読のなかのすべての
母音（直音節）を対象として，
舌の最高点，くちびるの開き，
下あごの開きを観測したので，
その結果を以下の順序に述べる
ことにする。
　（1）舌の最高点
　（2）くちびるの開きと下あご
の開き
　なお，この観測の対象となっ
た母音の；事例数は，／a／＝114，
／i／　＝＝　96，／u／　：53，／e／＝50，／0ノ＝
120の延べ433例であった。
（1）舌の最高点
　舌の最高点にもとづいた調音
レベルでのいわゆる母音多角形
と，母音の第：1フオルマントと
第2フォルマントによって2次
元平面上にえがかれた音響レベ
ルでの母音多角形とが類似して
いることは，舌の最高点の指示
が主として教育的な観点からの
高い実用性をもっていることを示唆しているといいえよう。現実に，舌の最：
高点（自然な頭の姿勢における）と，くちびるの形にもとつく母音の分類法
は，母圏語や外国語の発音指導や，方雷や外国語の音声の記述などのさいに
広く利用されている。
　この朗読のなかの433例の母音の舌の最高点を母音別にまとめ，声道正中
断面図に，その分布範囲を示したものが第6図である。なお，この分布図は
不動の構造物としての上あごを重ねあわせの基準として作ってある。
　また，第6図のいつつの図のそれぞれの分布領域のおおまかな輪郭を視察
によってもとめ，kあごを重ねあわせの基準として，ひとつの図にまとめた
ものが第7図である。この第6，7図には比較のため，資料Hの規範的な
単独の5個のなが母音における舌の最高点を◎印で，そして，それによって
作られる五角形を点線で示し，また，朗読のいつつの母音の分布について
は，それぞれの重心点を求めてそれぞれの分布のなかに×印で示し，第7図
第7國　文童朗読のなかの母音における舌の最高点の分布
　　　領域とその母音五角形
1ぐ：一　＿　ex
　＼　　　　、　　　　　　＼＼
　θ　＼＼　　　＼＼
　　　　　＼＼　　！ジig　O
　　　　　　　　　　ノ　　〉ノ　　a．
　実線の硲音五角形…一一朗読時の直童の
　　　　　　　　　　　五冊音によるもの
　単線の声音五角形一一一一・規範的な単独の
　　　　　　　　　　　五冊音によるもの
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にはその×印をむすんだ五角形を実線で示しておいた。この第6，7図から
次の点を指摘できる。
①この第6図の，朗読時の5母音の舌の最高点のそれぞれの分布と，規範
的な単独の母音の舌の最高点とを比較してみると，前者の／i／，／e／，／a／，／u／
の分布は，後者の当該母音と重畳あるいは接しているが，／0／の120例の分
布にはそのような傾向がみられず，両者が完全に分離している。これは，こ
のような発話速度の文の中におかれた［o］では，口狭的な，ないしは，ふか
奥舌咽頭後壁的な［o］よりも平野軟q蓋的な［o］がきわめて多くもちいられ
ているということを示しているように思われる。あるいは，単独の［o］のぼ
あいとくらべて，下あごの開きが比較的小さい朗読時の［o］では，奥舌面に
おける口蓋垂との接触をさけるためという理由も考えられる。
②　この第7図から，麟平時の舌の最高点の分布が，規範的な単独の母音五
角形の外側にはみだしている部分が，上部，前部，下部にみられる。これら
の内容をみると，上部のものの大部分は，先行あるいは後続する子音が軟口
蓋音のぼあいのものであり，／e／の領域の前方にあるものの大部分は摩擦音，
破擦音を先行子音としている母音［i］によるものであり，／a／の下方にあるも
のの大部分は呼気段落末の［ta］の母音である傾向がみられる。第1，第2
のものは，子音の調音点の影響によるものであるが，第3のものは，文末の
調音のよわまりに起因したものと思われる。
③規範的な単・独の5母音の舌の最高点は，互に分離して独立性がつよいが，
この文章朗読のそれは，5個の母音領域が互に深く重なりあいながら，母音
五角形の中央を指向した拡がりを示す分布のようにようによみとられる。
④この朗読の5個の母音の舌の最高点の分布領域のなかで，／e／の分布の
拡がりがもっとも小さく，／u／，／0／，／a／の分布の拡がりが比較的大きい。
⑤④の結果として，母音栢互間に舌の最：高点の分布の重なりあいがみられ
るが，それは，どちらかといえぽ／i／と／e／の前舌グループ内，／u／と／a／
と／0／の奥舌グループ内で大きくあらわれ，両グループのあいだではすくな
い。これは，両グループの轡型が基本的にことなっていることを反映した結
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果と考えられる。
⑥／u／，／0／，／a／の3者にみられる舌の最高点の比較的大きな拡がりは，奥
舌グループの母音の調音法の多様性（ふか奥舌一咽頭後壁型，口峡型，奥舌
一軟口蓋型など）に起因したものと思われる。なお，前舌グループの母音の
調音法は，奥舌グループの母音の調音法と比べて，きわめて限定されたもの
であるので，この母音領域の拡がりは奥舌の母音ほどではない。
⑦隣りあうふたつの母音相互關の舌の最高点の分布の重畳のしかたのうち
で，／i／と／e／の分布のあいだでみられるそれが，もっとも特微的である。つ
まり，／eノの分布の後部を除いたのこりの大部分が，β／の分布の下の部分と
重なってしまっている。そして，この重畳領域には第8図でわかるように，
この朗読のなかの多くの［∫i］の母音の集中的な分布がみられる（5）。　この第
8図の重畳領域のうちの低域に，ほぼ前後方向に［∫i］の［iコが分布し，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　e
（3－1のフレームの選定のとところで述べたように，この報告では，［∫i〕の
母音の無声化したものは，［∫］の狭窄開放時点の舌の最高点をその無声化し
第8図　文箪朗読のなかの［∫i］，［ci〕，［zi］の母膏における舌の最網点の月露
A一一一一ifi）のCi］
・・一一一 汲ﾌ（i）
・一一一一一kc1）のω
e　一一一一一N一一kz’）のω
実線の伍音五角形…一一規範的な単独の五伍音によるもの
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た母音の仮りの姿とみなして分布図に加えている）［fi］の母音は，［∫i］の［i］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　o
の分布領域とほぼ同じ領域に分布するほかに，その領域から規範的な単独の
母音国の舌の最高点を指向した帯状の分布としてよみとることができる。
前者は〔∫］の狭窄開放時の分布領域そのものであり，後者は［∫i］の比較的
持続時間のみじかい母音が，そのみじかい蒔間内に［∫］の位置から単独の
母音［i］のターゲットを摺凝したところの上昇可能な範囲を示しているもの
のようにみえる。また，2例だけであるが［ci］（うち1例は［ci〕）の母＝音の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
分布は，［∫i］の母音の分布のなかの上層に分布して，破擦音としての摩擦時
間のみじかさを反映しているようである。6例の［3月の母音も，ほぼ［ci］
の母音と同位置に分布している。なお，1例だけであるがく新しい日本〉
［atara∫i：niqPONコの〔∫i：］（この音節は延べ6フレームからなり，そのうち
で，なが母音〔i：コは3フレームの長さをもっている）の〔i：］の持続時間中
に舌は上昇運動を示しているが，はじめの2フレームのあいだに上昇しうる
範囲は上述の［3i］の程度で，第3フレーームで第8図の最上位の△印に達す
るだけであり，より高い位置へ容易に抜けだしえないようにみうけられる。
なお，この例では［∫i：コのあとに［n圭］がつづいているが，この［ni］のか
わりにイ段以外のナ行音が後続する環境下にこの［∫i：］がおかれていれぽ，
その［i：］の最後のフレームはここで示した位置まで上昇しえないであろう。
　なお，この文章朗読音声のソナグラムの中からイ段の音節だけをえらびだ
しそれらの音節の母音［i］の第2フォルマソトの周波数値をしらべてみると，
資料豆の単独の母音［e］の第2フォルマント（これは資料1の朗読音声のなか
にあら：われた多くの〔e〕の第2フォルマントとほぼ間じ周波数帯域比ある。）
とほぼ等しい結菓を嘉すものの大部分は［∫iコ，［5i］の国および二重母音の
第2要素としての［i］であり，大部分の［mi］，　［r三］，［ki］，［ni］の第2フオル
マントは資料茸の単独の母音［i］の第2フオルマントとほぼ等しい位置にあ
って，このX線映画からえられた上述の舌の最高点の結果と同一傾向が音響
レベルでも一応あらわれているようである。なお，ここでしらべたソナグラ
ムのなかから1例として資料1の第5発話セットのなかのく封建時代〉［ho：・
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keN3idai］を第9図た示す。この第9図では［ke〕と［5i］の母音の第2フ
オルマント（矢印）が周波数軸上でほぼ同じ位置にあることがわかる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は⑧朗読より発話速度のおそい，より規範的な資料皿の．［∫i：fi］の舌の最：高
点を比較のためにしらべると第10図のように，前後のふたつのこ∫コがほぼ
⑦の重畳領域にあり，そのふたつの後読母音〔i：］と［i］は，規範的な単独
の母音［i］の近くまで高く上昇して調音されている。このように，発話速度
のおそい規範的な発話に近い［∫i：∫i］の調音でみられた子音［∫コの位置から
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後続母音［i：］と［i］の位置への舌の上昇運動が，発話速度の比較的はやい
朗読のような発話ではありまみられず，その後続母音の舌の最高点が子音と
ほぼ同位置にとどまっているのは，（i）　〔∫i］の子音が口蓋化音の無声歯茎
摩擦音であること。（ii）音声環境によって〔∫iコの母音が容易に無声化す
ること。（撫）　（ii）の音声環境下におかれていないばあいでも［∫i］の母音
の持続時問は，一般にみじかめであるという性質をもっていること。のいず
れかに起因しているものと思：われる。
　（i）をあげた理由は，［∫1］と同様に舌先付近を調音者としているイ段の他
の音節［ni］，［ri〕の母音の舌の最高点は，図示していないがこの朗読の／V
と／e／の重畳領領内に位置せず，［hi］やEkiコの母音のぼあいと同様に比較
的高く上昇している。これは，［nl］の［n］が有声の鼻音であって，口腔内
圧の上昇が小さく，閉鎖が軽くおこなわれる調音であり，またこriコの［r］
も同様に舌先の閉鎖が軽く，破裂のよわい調音であるため（6），これらの子音
　　　　第19図　［∫i：∫i］の子音と母音における否の最高点と下あごの開き
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調音時におけるまえ舌部分は，比較的自由で，口蓋音化のための上昇の実現
を容易にしているものと思われる。それに比べ［∫i］の子音では舌先付近で
［∫〕独自の狭窄を，比較的ながい時問にわたって保持することを要求される
ために，まえ舌部分は［ni］や［ri］の子音のときほど自由でありえず，口蓋
音化のひとつの特徴的現象としてのまえ舌の上昇運動が制限されているもの
と思われる。そして，〔∫］の調音時におけるこのような舌体へのよりきびし
い舗御の影響が，持続時間が比較的みじかい傾向をもつその後続母音に反映
されている可能性が：大きいものと考えられる。（懲）をあげた理由は，一般に
舌先の摩擦性の子音は他の子音と比べて，その持続時間が長くなる傾向をも
っておりの，そのためにモーラ一語としての群本語では，後続母音の持続翻訳
が受動的にみじかめになることが予測される。とくに，狭母音と組合わさっ
た音節，たとえぽ［∫i〕のぼあいでは，発話速度をはやめていくと母音の持
続時間がよりみじかくなり，ぼあいによってはよわまって母音成分がほとん
どなくなってしまう傾向がみられるようである。　こころみに［∫i］とナ行の
音節の組合せからなる2音節の音声連続〔∫ina，∫ini，∫inu，∫ine，∫inoコを，
2種類の速度（約3モーラ／秒と約5モーラ／秒）で発音してソナグラムをつく
ってみると，この両者のうちで発話速度のおそいものはソナグラム上で［fi］
の母音パタンがみじかいながら一応観察できるが，発話速度のはやいもの
（この報告であつかった朗読の発話速度の平均に比べれば，ややおそい速度
0）発話）では，ソナグラム上で母音パタンを見出すことが困難となっていた。
　［∫量］にみられる上記の（i），（道）のような傾向の他に，（ii）の音声環境に
よって無声化をおこしやすいという性格が社会習慣として定藩してしまう
と，〔∫i〕の調音にあたって，舌および他の調音器官にその後続母音のための
調音努力を，はじめからおこたらせてしまうことも考えられる。
⑨舌の最高点だけに着目したぼあい，［∫i〕の母音が第8園のようにこ∫］の
位置からあまり変位せず，ほぼ／e／の分布領域にあれぽ，［∫iコの子音から母
音までの舌の最高点のうごきは［∫e〕そのもののうごきに相当する。そこで
［∫i］と［∫e］の声道を比較するために，この朗読のなかにあらわれたくうし
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第11図　［∫i｝と［∫e：］の声道比較麟
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うに〉［u∫ironi］の［∫i〕の母音と，資料廼の規範的な発話の［∫e：∫e〕の［∫e：］
の子音および母音における声道を上あごを基準として重ねあわせた第11図を
作ってみた。なお，［∫i〕と［∫e］の両刀をおなじ朗読のなかからえらんで比
較すべきであったが，この朗読文のなかには［∫e］の音節がふくまれていな
かったので，比較の条件がある程度そこなわれてしまうが資料皿の［∫e：∫e］
をつかわざるをえなかった。また，［U∫ironi］の［∫i］の子音と母音の声道の
形状にはほとんど差がみとめられなかったので，この図の［∫i］の国を示
す実線はその先行子音［∫〕のパタンであるとしてもほぼさしつかえない。
この第11図によると［∫i］，［∫e：〕の子音と母＝音における舌の最高点がほぼ同
位置になっており，両巻のあいだに差がほとんどみられないが，声道開口部
において両者閾に比較的きわだった相違がみいだされる。つまり，［∫e：］で
は子音から母音にかけて下あごの開く運動がみられるが，こ∫i］ではその変化
がほとんどみられない。舌の最高点だけに着Rしたばあい，その状態がほぼ
同一なこの［∫i］と［∫e：］から別々の音価が生成されるのは，このような声道
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開口部の運動にみられる両者間の相違が大きくかかわりをもっているものと
思われる。すなわち，〔∫iコの［i］を「下あごの開き」と「雷の最高点」の組
合せで表現すれば，舌の最高点は低いが下あごの開きは反対に狭いというこ
とになる。このことが［∫i］の母音の音色を［e］ではなくて［i］に近づける
ことに役立っているものと理解してよいのではないかと考えられる。
⑩一般に，標準語の／su／，／zu／の母音を［血］とみる兇解が従来からある
が，この朗読のなかに現われた8例の〔su］の母音，および3例の［zu］の
母音における舌の最高点の実態は第12図に嘱したとおりである。なお，この
図には参考のために資料皿の［SU：SU］，［ZU：ZUコの子音および母音における舌
の最高点の位置も承しておいた。この第！2図から次のことが指摘できる。
（1）　資料珊の比較的ゆっくりした［su：su］，［zu；zu〕の発話の第1音節の子
音における中舌付近の高まりのうごきは，朗読時の母音／u／，／a／の分布の重
畳領域（ほぼ母音五角形の中央）を前方から後方にむかってわずかに移動し，
後続母音の階点でわずかに上方へ変位している。この第1音節のなが母音に
第12図　文章朗読のなかの［su］，［zu］の母音における舌の最適点
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おける舌の最高点は第2音節がおわるまでほぼその位置にとどまっていてほ
とんど変化を示していない。そして，そのときの舌の最高点は単独の母音
［Uコのほぼ真下にあって，［血コよりも［eコとでも表わすべきもののように観
察される（8）。なお，別の機会に記録した同一発話者による［SU：SU］，こZU：ZU〕
の調音時（このX線映画の資料孤のそれとほぼ同じ発話速度の）におけるダイ
ナミックパラトグラム（動的口蓋図）によれぽ，舌の最高点と関係のふかい中
舌の両脇部分と，上歯の裏側・歯茎・口蓋との接触状況は［SU：SU］，［ZU：ZU］
の両者とも，第1音節のはじめから第2音節のおわりまで不変であり，その
間，舌端付近でわずかな変化がみられるだけである。その舌端における変化
も［su：su］の第2音節の子音と母音のあいだでは変化があらわれていない。
つまり，このダイナミックパラトグラムだけを単純にみたかぎりでは，この
第2音節の子音から母音のおわりまでの区間では，［s］の舌型がそのまま後続
母音の〔u］まで保持され，声門の状態だけが無声から有声にきりかわって調
音されていることになる。X線映画の舌の最高点およびこのダイナミックパ
ラトグラムの情報から，語中の［su］，［zu］における舌のうごきは，子音フオ
ネームから母音フオネームのおわりにかけてほとんど変化がなく，また，語
頭のぼあいでもその変化は比較的ちいさいといえよう。
（ii）　一方，朗読のなかに現れた8例の［su］と3例の［zu］の母音におけ
る舌の最高点は第12図のように朗読時の／u／の分布領域の前方上部を除い
た比較的広い範囲にわたった分布となっており，その分布は，どちらかとい
えぽ［∫i］の母音のぼあい（第8図）のような集中的な性質を示していない
ようである。そして，これらの母音に先行する子音におけるこの中舌部分の
高まりは，図示してないが後続母音とほぼ同位置になっており，〔∫］のぼあ
いのような集中的な分布となっていない。このことから朗読時の［su〕，［zu〕
は5∫13のぼあいとことなり，子音調音時における中舌部分のうごきが比較的
自由で，前後の音の影響のうけいれ方が［∫］のばあいより大きいことがわか
る。このことから〔SU〕の母音の舌の最高点をまり〔崩らしくする音声環境
は，先行する音節がイ列のぼあいであろうと思われる。
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鋼3図　文輩朗読のなかにあらわれた単独の母音音節の舌の最高点の分布
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⑪この文章朗読のなかの直音節のうちで，母音だけからなる音節の事例数
は［a］　＝　7，［iコ響18，［uコ＝3，Eo］　＝＝　17（［eコ＝＝・O）の合計45例ある。これらの母
音の舌の最高点だけを，第7図の5母音の分布領域の輪郭のなかに入れたも
のが第13図である。このなかで例数がすくないが［u］，［a］の両考は，それ
ぞれの分布領域のながで，規範的な単独の母音よりに位置している傾向がう
かがわえるが，［i］，［o］ではそれぞれの分布領域のなかで比較的広範囲にひ
ろがった分布となっている。［03にこのような傾向があらわれていることは，
漂準語の五母音体系のなかで唯一の丸くち母音である／0／にとって，くちび
るに丸めをそえることが重要を要素であることを示唆しているように思われ
る。［i］の18例は朗読時の分布領域のなかで下方または後方への拡がりを示
しているが，この18例のなかには二重母音の第二要素とみなしうる〔ai］！0
例，［ui〕1例，［ol〕1例の計12例の音声連続がふくまれており，この！2例
の［iコが第13図で・印のような分布を示し［i］におけるこのような分布の拡
がりの原困となっている。このように［ai］などの［i〕の舌が高く上昇しえ
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ていないことは，その［iコが音節主音としての独立性のすくなさを示してい
るとも考えられる。
②　くちびるの開きと下あごの開き
　一般に，玉本語はくちびるのうごきが非活発な言語といわれているが，く
ちびるは，その開き，つき出し，丸めなどによって声道の開口部の面積や厚
みを変化させて，声道の出口付近の状態や声道全体の長さを変え，声道の音
響管としての特性を変化させる機能をもち，H本語にとっても重要な調音器
宮のひとつである。下あごも，また，その開閉運動によって舌やくちびるを
ある程度受動的に変化させ，舌やくちびるの形状の決定に関与する機能をも
つ無視することのできない調音器官のひとつである。
　この朗読のなかの直音節の母音におけるくちびるの開きと下あごの開きの
分布を，母音鋼に表すと第14図および第15図のようになる。ただし，この両
図では，くちびるや下あごの開きの値を1mmきざみにクラス分けして，そ
れぞれの頻度を表している。また，この両図には，資料Hの規範的な単独の
発話による五母音のその値（母音下問の平均値）を，各分布図の横軸の下に
△印で示しておいた。
（i）　くちびるの開き
　上述のように，くちびるは主としてその開き，突き出し，丸めのみっつの
要素によって声道開口部を形成しているが，ここではくちびるの突き出し，
丸めについては考察しないことにする。この文章朗読のなかの直音節の母音
におけるくちびるの開きの分布を期す第14図から次のことが指摘できる。
①朗読時のいつつの母音におけるくちびるの開閉範囲を平均値でよみとる
と，最大の／a／の12．5mmから最小の／o／の4．5mmまでの8．　O　mmであ
り，資料∬の規範的な単独の母音のぼあいの13．　5　mm（［a］＝＝　15．4mm，［uコ
＝1．9mm）の約6割の範囲で調音がおこなわれていることがわかる。なお，
くちびるの開きの平均値を母音ごとに，この2種類の発話のあいだで比較す
るとi，eではほとんど差がないが，　a，　o，　uでは差が比較的大きくなって
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第属図　文輩朗読のなかの母膏におけるくちびるの踊きの分布
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いる。つまり，a，　oでは朗読の方が閉じぎみで，　uでは逆に朗読の方が開
きぎみとなって，上述の両者間の開閉範囲の差をつくりだしている。
②　この朗読における5個月母音のくちびるの開きの平均値を大きいものか
ら順にあげると／a／　・12．5mm，／e／・・11．2mm，／i／＝：8．6mm，／u／＝4．8mm，
／0／＝：4．5mmの順になっており，規範的な単独の母音のぼあいの［a］＝15．4
mm，［e］＝11．9mm，［i］　＝・　8．2mm，［oコ＝＝6．4mm，［uコ＝＝　1．9mmという順
序と比殴ると，／0／と／u／の両者が接近し，わずかではあるが逆転している
ことが特徴的である。このことは，発話速度がはやくなったぼあいに標準的
な発話にとって必要な／0／のくちびるの丸めの実現を容易ならしめるための
うごきを示しているものと推定できる。
③この第14図の5個の母音のそれぞれの分布の拡がりの程度を標準偏差
（以下σで表す）で比べてみると，／0／のσだけが小さな値を示している。こ
の朗読の／0／の舌の最高点の分布が比較的広範囲にわたっていたことから，こ
のような速度の発話における丸くちの［o］にとっては，くちびるの開きを4
～5mm程度にたもつことが，音色の規範性をたもっために大きく役立って
いるものと思われる。
（ii）　一下あごの開き
　この文章朗読のなかの直音節の母音における下あごの開きの分布を示す第
15図から次のことが指摘できる。なお，X線映画資料による文章朗読時の下
あごの開きの分析については上村・高田（ig73）ですでに述べてあるが，そ
の報告に使用したデータはこの資料1の第1から第5発話セットの範囲だけ
であった。今回はのこりの第6，第7発話セットも分析の対象に加えたので，
以下の記述には前回の報告で指摘した特徴に再びふれた部分がふくまれてい
る。
①この朗読時のいつつの母音における下あごの開閉範囲を平均値でよみと
ると，：最大の／a／の4、Ommから最：小の／ufの一2．4mmまでの6．4mmで
あり，規範的な単独の母音のぼあいの14．・3mm（［aコ＝10．2mm，［u〕＝一4．2
mm）の約45％の範囲で調音がおこなわれている。なお，下あごの開きの平
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第15図1．、文章朗読のなかの母音における下あごの開きの分喬
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均値を母音別に，朗読時のものと単独の母音のあいだで比べてみると，その
差はi，uの狭母音では1．5mm程度であるが，　a，　e，　oでは5mm前後の
差となっており，狭母音のグループでは発話の種類による差を広母音ほど示
していない。
②この朗読における五母音の下あごの開きの平均値を大きいものから順に
あげると，／a／（4．　o　mm），／e／（1．9mm），／0／（1．　3　mm），／i／（一〇．2mm））・／u／
（一2．4mm）となっており，この母音間の関係は，単独の母音やCVI：CV
型（9）の母音のぼあいと同一の結果がたもたれている。
③このいつつの母音のそれぞれの分布の拡がりの程度をσで比べてみる
と，／e／，／u／の値が小さくなっている。／u／の舌の最高点の分布が比較的広
範囲にわたっていたことから，このような発話速度の［司にとっては，下あ
ごの開きを一2。4mm程度にたもつことが，その音色の規範性をたもっため
に役立っているものと思われる。
　また，くちびるの開きと下あごの開きのσを母音ごとに比較してみると，
／0／のぼあいだけ下あごの開きのσの値よりくちびるの開きのσの値の方が
小さくなっていて，他の4母音はその逆の結果を承している。このことか
ら，／0／ではくちびるの開きが下あごの開きより調音結合の影響をうけにく
くなっていると理解してよいように思われる。
④5母音別に，くちびるの開きと下あごの開きのふたつの変数系列のあい
だの相関関係をみるために，第14図，第15図の分布を構成している個々の母
音の値を，この両系列によって作られた2次発平面上に示したものが第16図
である。なお，この第16図の各分布は当核母音を含む音節名を直接記入する
ことによって形づけられており，また，いつつの母音の分布のそれぞれには
重心点の位置を×印によって示しておいた。この第16図のいつつの分布の傾
きぐあいを見た印象から，くちびるの開きと下あごの開きの両半間に一応網
関があるようにみえるものとして／a／，／yの分布をあげることができそうで
ある。こころみに，このいつつの分布について相関係数を計算してみると
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第16図　文蟻朗読の母音における「くちびるの開き」と「下あごの開き」の相関図
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と／a／＝0．　4i，／i／　・　o．　42，／u／＝　一〇．16，／e／＝0．37，／0／　＝・　O．　2．？．となっており，
／a／，／i／がいつつの母音分布のなかで大きい数値を示している。また，この
いつつの相関係教のうちで／u／だけがマイナスとなって，逆根関の関係を数
値が小さいながら一応示しているのが特徴的である。一方，／0／の分布は，
下あごの開きの軸にそった縦に長い分獅の傾向を示し，くちびるの開きが
3～7mm付近の限られた範囲に比較的集中しているようすがみられ，また，
／u／，／e／の分布ではくちびるの開きの変化の大きさに比べて下あごの開きが
限られた狭い範囲（／u／では一1～一4mm付近，／e／では0～3mm付近）
に集中しているようである。／0／にみられるこの傾向は，このような発話速
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度で¢）［o］の円痙性を能率よく実現させることと関係しているように思われ
る。
⑤第16図のいつつの分布をとおして，先行子音が［s，z，c，t，d，n］のぼ
あいの後続母音の下あごの開きは小さめであり，反対に，先行子音がこr，k，
g，h］のぼあいの後続母音，および母音だけの音節の下あごの開きは大きめ
となっている傾向がみられる。
　先行する子音が後続する母音に与える下あごの開きに関するこのような規
則的な影響は，くちびるの開きに関しては，この第16図の各母音の分布をと
おして見出しがたい。しかし，下あごの開ぎとくちびるの開きの両者聞で鶴
果的関係の存在を示唆するような相関係数値を示している／a／，／i／のぼあい
では，顕著ではないが下あごの開きのぼあいにみられたのと同様な傾向がく
ちびるの開きのぼあいにもみられるし，また，くちびるの開きと下あごの開
きの両者問で逆桐関の関係を示している／u／のくちびるの開きでは摩擦音や
破擦音の後続母音の方が，軟口蓋音や［h，rコの後続母音より大きめとなって
いる傾向がみられ，下あごの開きのばあいとは逆のうごきを示しているよう
である。
⑥舌の最高点について特徴的なうごきを示していた［∫i］，［5i⊃を含むとこ
ろのサ行雨，ザ行音，および［ci，　CU］の子音調音時における，下あごの開き
とくちびるの開きの両者による2次元平面図上の分布は，第16図の点線で囲
んだ領域（／i／の分布領域のほぼ下半分の部分に裕当する）にほぼ集中的に分
布して，あたかも前後の音声からの調音結合の介入をがんこに推溢している
ようにみえる。（なお，図示していないが，岡じく舌先を調音者としている
〔n，r，　t，　d〕からはこのような集中的な分布を見出すことがむずかしかっ
た。）子音調音時におけるこのような集中的な分布が，それぞれの後続母音
調音時では，第16図で示されているようにそれぞれの母音領域の中へと独自
の変位をとげている。つまり，後続母＝音が／i／のぼあいではほとんど変位せ
ず，ほぼ子音調音時の分布領域内にとどまっており，／a／，／e／のぼあいでは
下あごも，くちびるも開方向に変位し，／0／のばあいでは下あごは開くが，
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くちびるは逆に閉じ，／u／のぼあいでは下あごの開きはほとんど変位してい
ないが，くちびるがやや閉じる傾向を試している。
5　あ　と　が　き
　文章朗読時における母音の変容の実態の一部を，X線映画資料からえられ
た舌の最高点，くちびるの開き，下あごの開きの3老をとおしてあきらかに
するとともに，そこからえられた若干の特徴について上述のごとき考察を加
えた。
　なお，ここでえられたすべての結果は，あくまで一人の話老によるひとつ
の事例についてのものであるので，おおくの標準語の話者による発話資料に
よってたしかめられるべきである。また，今回，使用したX線映画資料は毎
秒24フレームというおそい速度で撮影されたものであるので，ここでえられ
た計測結果は，最適な撮影速度によるX線映画資料によってたしかめられる
ことがのぞましい。その他，この報告では3種類の発話速度の発音を紺象と
しているが，より多くの発話速度によるものの実態をあきらかにすることが
できれぽ，個々のフオネームがもつ，調音上の複数個の特徴のあいだで，調
音貢献度ともいうべきものについての順位づけ（虚語障害君や外国人が日本
語を学習するさいの有効な情報と考えられる）がある程度可能になるものと
思われる。
　この報告では，朗読文の多くの音節の母音のなかで予想外にきわだった特
微を示した［∫i］の母音を中心に〔zi，　ci，　SU，　ZU，　CU］などの限られた音節の
母音の特微について言及してきたが，今後は，他の音節について，また，舌
の最高点，くちびるの開き，下あごの開き以外の音声器官のうごきについて
の観測結果をまとめてみたいと思っている。
　この報告の舌の最：高点および下あごの開きに関する部分は，日本音響学会
音声研究会（昭和54年3月）で発丸した内容をふくんでいるが，今回，この
報告をまとめるに当り，舌の最高点をより客観的な方法で計測しなおした。
　　　　　　　　　　　　　　　153
そのため舌の最高点に関した図の一部に若干の修正が加えられている。
　さいごに，本報告をまとめるに当たり，その一部については，協同研究者
であったもと話しことば研究室長　上村幸雄氏（現在琉球大学教授）の助
言をえた。ここに謝意を表する。
〈注〉
（1）　当研究蜜ですすめているX線映画資料による調音運動に関しての研究の対象
　は，X線鼠取の撮影速度が全巻を通じて24フレーム／秒というおそい速度である
　という理由で，この映画の第1部や第3部のcontextに依存しない独立したCV
　型，またはCVI：CV型の無意味単語の比較的ゆっくりした発話速度の発音に限
　定してきた。そして，これらのものと比べると発話速度のはやい，この映圓の第
　2部の文章朗読資料は，いままで動画の観察までにとどめ定量的な分析をおこな
　っていなかった。しかし，このような日常会話に近い発話速度でのX線映画資料
　は，現在のところ，当資料が准一のもののようであり，撮影速度のおそい粗い資
　料ながら，掛麹に貴重なものであるといえよう。そこで，今回，この資料からの
　調音上の特微抽出がどの程度可能であるか予測できないまま，試験的に，調音器
　官の一一一SSの計測にふみきったわけである。
（2）　この研究を企画する段階で，発話速度のはやい文章朗読を調査対象としたば
　あい，このような撮影速度のおそい粗いデ・一一タから調音上の特徴抽幽をおこなう
　作業に困難がともなうことが予測されたので，特殊な性格をもつ拗音は調査対象
　からはずし，まず，直音のみで予備的な分析をおこなうことにした。
（3）　撮影は棄京大学医学部音声言語医学研究施設の沢島政行・広瀬　肇両氏のご
　好意によって1967年におこなった。くわしくは「X線映画資料による母音の発音
　の研究」聯立国語研究所報告60を参照されたい。
（4）母音の無声化をひきおこさせる条件をそなえている先行子音のうちで，とく
　に，この報告で特微的な結果を示している無声摩擦音や無声破擦音のばあいで
　は，当該音節の母音が無声化しないような環境（後続音節の子音が有声のばあい）
　におかれているぼあいでも，発話速度がはやくなると，その母音の持続聴間は一一
　般をこ非常にみじかくなる性質をもっているので，そのときの母音における調音上
　の情報は直前の摩擦音の狭窄からの開放隠点における情報とあまり差がないもの
　と思われる。
（5）　［∫i］の［i］がやや広めであることを指摘した学説として，服部四郎（1951）
　「音韻論と正書法」P．124をあげることができる。’
（6）　［ni］，［ri］の調音上の特微に関して，上村幸雄氏（琉球大）は次のように解
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　釈されている。「［ni］に関して，その億音の舌がよくもちあがっているのは，音
　節［mi］との音響・聴覚的なちがいを強調するための調音であるとも考えられ
　る。」「［ri］に関して，方奮的には第2音節以下の［ri］はしぼしば［r］が脱落す
　るか，あるいは［i］が脱落する。また，いわゆるPレツのまわらない発音でも，
　語中のとくに［ri］は完全に発音されない音節である。しかし標準語の［ri］はむ
　しろ［rlと［i］の両者をよく発音することを規範としている。」
（7）佐藤大和・橋本新一郎（1976），単語音声のタイミングと音韻継続蒋間，日本
　音響学会講演論文集，p．112を参照。
（8）上村幸雄氏（琉球大）は，［su］，［zu］の母音の香の最高点付近は子音調音時
　と比べてほとんど変化がないが，前否の部分がウ列の他の音節のばあい，たとえ
　ば［ku］のそれより比較的高くなっている点を指摘され，［SU］，［ZU］における
　この前論の高まりがこの母音にいわゆる中舌的な音色をもたらして，内省を主と
　した観察者に働］の記号を使用させることになったと解釈されている。
（9）CVI：CV型の無意味音節列の発話の母音における下あごの開きに関しての
　詳細結果については，上村幸雄・高田正治（1973）を参照されたい。
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